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タを他の利用者に転送するサービスであり，ここで述べるものは利用者からのデータをホストとなるコ

ンビュータが受け加工し，その利用者に返送するサービスと考える。加工するためのプログラムやデー

タはあらかじめ他者によって用意されているのであるから， 3. 1と3. 2は非常に近い形態のシステ

ムである。リモートジョブについては自由度の高い場合としてシステム側はCPUその他資糠を利用者

に提供するだけで，プログラムもデータも利用者が送出するものを考えなければならないが，ここでは，

あらかじめ用意された一般性のあるプログラムを利用者が選択しそれに必要なデータのみを利用者が

送出する場合から考えてゆくことにする。

これらの可能性を検証するために，図2の実験で使用したホスト用プロクラムに「三山くずし」ゲー

ムを追加するという実験を行った。このゲームはコンビュータが個数を計算し積み上げた三つの山を，

一度に一山の条件で利用者・コンピュータが交互に崩して行き最後に全ての山を崩し終えた方が勝ちと

なるもので，利用者は先攻後攻・山の選択・取り崩す個数などのデータを，コンビュータとの会話の中

で与えゲームを進めてゆくものである。当然コンビュータが崩す番になれば，勝つベく，アルゴリズム

に従い計算し崩してゆく。ゲームのアルゴリズムには商用BBSに掲載されたものを使用した。ホスト

用プログラムがBASICで書かれているので，まずホスト用コンビュータでスタンドアロンで動くゲー

ムプログラムをBASICで書き，次にホスト用プログラムに追加する形で実験を進めた。結果，ホスト

用プログラムがきれいな階層構造をしていたので，ゲームプログラムの入出力部分をホスト用プログラ

ムの対応するサブルーチンコールに変更することと，ホスト用プログラムのメニュー部の変更のみで簡

単に追加することが出来た。図3にその実行状況を示す。

ここ， 3. 2で述べようとしているリモートジョブやデータベースを実現するには上記実験に使った

ゲームのアルゴリズムを，それぞれ目的のアルゴリズムに置き換えるだけといえるので，このようなリ

モートジョブやデータベースは可能である。筆者は現在，具体例として栄養計算や図書カードデータベー

スを検討している。これらは一元管理されるべき大量のデータから極少量の結果を導き出す主躍といえ，

不特定多数の利用者が不定期に必要とする性質を持つものである。

また，パソコン通信のターミナルは特定のコンピュータではなく様々な機種のコンピュータやワープ

ロ専用機が考えられる。いままでの商用BBS等のサービスでは，ホストは各機種用にプログラムやデー

タを蓄積し，各利用者はその大量のデータやプログラムをターミナルにダウンロードし実行していた。

結果，サービスを受けられないターミナルも多かった。しかし，上記実験でも明らかなようにNEC

9801のホスト上で実行されるゲームはNEC9801ターミナルだけでなく MSX2+も利用できることか

ら，この方法はサービスの実現方法として機種に依存しないという意味で有効である。反面，ホスト側

の負荷が大きくなること，またサービスの追加・変更および削除がすべてホストプログラムの変更とな

ることは，考慮しなければならない問題である。
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